
講演者：岩⽊�耕平�⽒（名古屋⼤学）�
題⽬：完全WKB解析とその周辺�
概要：�
完全WKB解析は古典的な�WKB�近似法と�Borel�総和法を組み合わせた⼿法であり、
プランク定数のような⼩さなパラメータを含む�(特異摂動型の)�微分⽅程式の⼤域解析
に⾮常に有効である。完全WKB解析の理論の帰結として、2階線形常微分⽅程式のモ
ノドロミーや接続公式はVoros係数と呼ばれる量で記述されるのだが、談話会ではこ
の�Voros�係数が持つ様々な側⾯を紹介したい。特に、クラスター代数や位相的漸化式
との関係について、具体例を通じながら解説する予定である。本談話会での講演内容
は、⼩池達也⽒�(神⼾⼤)、⽵井優美⼦⽒�(神⼾⼤)、中⻄知樹⽒�(名古屋⼤)�との共同研
究に基づく。










